
 

 

 

今年の上伊那教育講演会は，菓匠Shimizu代表取締役の清水慎一

さんでした。上伊那の教員の皆さんには，清水さんの講演会を拝

聴したことのある人がたくさんいるのではないでしょうか。私も

その一人です。 

 私が清水さんから学んだのは，数年前に学級担任をしていたと

きです。最も私の生き方に影響を与えてくれたのは，「他喜力」

という言葉と，そのストーリーです。 

 今回の講演会でも，既に何度かお話を聴いたことのある先生方も初め

ての先生方もいらっしゃったようですが，「何度聴いても新たな学びが

ある」のが清水さんのお話。聴いた人の数だけ，響き方が違う。 

そこで，以下には，参加した先生方の感想を掲載したいと思います。

どのようなお話だったのか，想像してみてください。 
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小学校の教員として、清水慎一さんの講演を拝聴し、大きな感銘を受けました。まず、「チ

ームとグループの違い」について、クラス経営をグループ（ただの集まり）ではなく、共通の

目標に向かって協力し合うチームとして高めていくことの重要性を再認識しました。特に、

「いい課題がいいチームをつくる」という考えは、困難を避けて通りがちな子どもたちだけで

なく、私たち教員自身の課題解決に対する姿勢をも問われていると感じました。また、働く目

的が他喜であることに強く共感しました。子どもたちに「何のために勉強するのか」を伝える

際、単なる進学のためではなく、「誰かを喜ばせる力を身につけるため」という明確な目的を

植え付けることの大切さを学びました。そして、明るいチームづくりの鍵が「傾聴と承認」に

あるという教えは、日々の多忙な学級運営の中でつい忘れがちになる、子どもたち一人ひとり

の気持ちを正す前にわかろうとする姿勢の必要性を思い出させてくれました。明日からの指導

に生かしたいヒントがたくさん詰まった講演でした。 
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今、初めて学級担任をしているのですが、日々生徒の行動にイライラしてしまいます。ダメ

だとは思いつつ、もっとこうなって欲しい、ああなって欲しいという自分の気持ちを考えてし

まいました。生徒と一緒に考えたり、良い行動もあるのでその行動を褒めたりと勇気づけられ
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ることもしていきたいです。また、いろいろなキーワードも知ることができ、これからの指導

に役立てたいと思います。何のために勉強するのか、ということをもう一度考えていきたいで

す。中学校では、担任が話をする場面は少ないですが、その少ない機会をどのように使うのか、

言葉がけをするのかをよく考えたいです。本日は、ありがとうございました。 
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聞くたびに思い浮かべること、当てはめること、つなが

っていくことが違うんです。だから清水さんの話は定期的

に聴かなければなりません。今回は、上柳智寛たちと一緒

にいたころのことを思い出したり、西箕輪中での子どもた

ちや先生たちとの関係のことをたくさん思い浮かべたりし

ました。そして何より、この濃密な２年間、清水さんと出

会ってからの自分の人生が得たもの、ちっとも変えられて

なくてもどかしいもののことを神返て（考えて）まだグレ

ードアップできる自分があることを確かめられました。い

つも、ありがとうございます。またよろしくおねがいしま

す。見捨てないでくださいね。 
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とでも良い講演会でした。ワクワクする心をつくる、最強の５つの習慣術、イメージする事

がとても大切という事、指の長さが長くなる本当に不思議ですが、イメージする事で良い方向

にも行くと言う事が身を持ってわかりました。清水社長（先生）の夢ケーキですが子供が保育

園の時に開催していただいて、親子の大切な時間、共同作業が出来たと思います。すばらしい

活動だと思います。 
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チームとグループの違いから始まり、組織作り、チーム作り、マネジメントに関して、また、

自分自身に関して大変参考になりました。良いチーム作りに関して「３つのキーワード」「５

つの共有」があり、この中でも課題をクリアしていく部分、困難・課題は俺の出番だと思える

よう気持ちを切り替えていきたいと感じました。また、あなたの短所は誰かの「出番」をつく

る！との言葉に救われました。 
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「クラスの担任の先生が，『このクラスにはこう

いう問題があるよね』って言っちゃうと，それは

問題にならないんですよね。子どもたちには。先

生の問題であって，子どもたちの問題ではないん

です。」というお話には，ギクリとしました。し

かし同時に，納得でもありました。受動的か，能

動的か。自主的か，主体的か。この違いであると

感じました。 
  

 今年度の上伊那教育講演会も，参加した多くの先生方

にとって，大変よい学びがあった，実りのある会になっ

たかと思います。ご参加いただいた先生方，清水さん，

ありがとうございました。 


